
大屋あかりのフランスだより２ 学校編 

 

Bonjour à tous ! 

2022 年ももう少しで終わりですね。私もフランスへ来て 3 か月が経ちました。今回は私の学校

について紹介したいと思います！ 

 

私の行っている高校は全校生徒が 1000 人を超えるとても大きな学校です。それにも関わらず廊

下がとても狭いのでいつも埋もれています(笑) 

フランスの高校は SECONDE、PREMIER、TERMINALと 3つの学年があり、私は SECONDE

です。ですが普通日本の高校一年生は PREMIERの学年に当たります。 

 

これは私の時間割です。見てもらうと分かると思うのですが、とにかく 1日が長いのです…！ こ

の時間割は選択授業などで人によって異なります。私の場合は火曜日が一番長いです。朝 8時か

ら夕方 18時まで、なんと 10時間も学校内で過ごさなければいけないのです…！ 



8時から授業がある時は 6：40には起き、ホストシスターと一緒に登校することもあります。授

業が 9 時・10 時に始まる日もあり、その時は朝遅くまで寝られます。日本ではありえませんよ

ね！ フランス人は朝ごはんをたくさん食べないのですが、私は朝にたくさん食べないと 1日元

気に過ごせないので、いかに朝ごはんでボリュームを出すか試行錯誤しています。学校はメトロ

に乗った後に 5 分ほど歩いたところにあります。通学時間 25 分！ 森村まで行くのに片道 1 時

間超かかる私にとっては本当に楽です。「電車通学から解放される！ 満員電車さよならー！」と

思っていたのですが、毎朝とても混んでいるメトロに乗るとは想像していませんでした。メトロ

は全て無人運転です。時々ストライキで止まることもあるらしいのですが、幸いまだ経験したこ

とがありません。 

 

教室はこんな感じです。 

 

教室ごとにこのような素敵な絵が描かれています。私の学校ははっきり言って綺麗とは言えませ

ん。森村が綺麗すぎるのもあるとは思うのですが。トイレに便器がなかったり流されていなかっ

たりというのは当たり前ですね…。 

1 授業は 50 分か 55 分で、授業間には 5 分と 15 分の休憩時間があります。5 分間の間におやつを

食べたり、友達とお喋りしたり…。また、教室を移動しなければならないのは本当に大変です。

最初は授業に遅れないかヒヤヒヤしたのですが、友達はみんな「どうせ間に合わない」と優雅に

歩いています(笑) 私の学校では自分の「クラス」はあるのですが、ホームルームクラス用の教

室がないので、常に移動しています。先生がいる教室に生徒が移動して行くという感じです。 

 

授業は全てフランス語で行われるので理解するのは本当に大変です。しかも私はフランス語でイ

タリア語の授業を受けていて、もう大変です。また先生たちは筆記体で文字を書くので、筆記体

が分からない私は最初、聞いても分からない・見ても分からない、つまり全て理解できませんで

した(笑)。ただ数学だけは中二で習った内容を今やっているので唯一ついていけています。簡単

すぎてやりがいがあまりありませんが…。またこの前、地理の授業で福島の原発について学びま



した。日本から遠く離れたフランスの高校で日本のことについて教わり、嬉しかったです。授業

ではみんな積極的に発言をしていて、クラス全体で授業を作っている感じがします。日本では授

業中静かすぎますが、フランスでは逆にみんなが喋っているので、うるさいですがとても面白い

です。ですが重要なところはノートにしっかりと、しかもとても綺麗にまとめています。 

友達はノートを見せてくれたり、今やっていることを説明してくれたりと、私をたくさん助けて

くれます。みんなとても優しく、ユーモアにあふれています。日本と違い「今日から留学生が来

たよ！」と紹介されることも無く、担任の先生ですら私がどこから来たのか分からなかった状況

の中、最初はみんなに話しかけるのに躊躇していたのですが、色々な人が「どこから来たの？」

と話しかけてくれました。まだ知り合ったばかりの私に「困ったことがあればいつでも言って

ね！」と言ってくれて、すれ違ったときはみんな笑顔で手を振ってくれます。1 人で不安だった

私に、高校は楽しいところだと教えてくれました。また先生達も私の事を気にかけてくれて、た

くさん助けてくれます。本当に優しくて素敵な人たちに囲まれ、自分がいかに幸せ者か毎日実感

しています。感謝してもしきれません。 

  

  

ここは学校の食堂「cantine」です。最初にデザート、メインディッシュをカウンターで取る＆受

け取り、サラダバーもあります。フランスだからか分かりませんが、いつもチーズが置いてあり

ます。私はこの cantine が大好きです！ 毎日美味しい料理をご褒美に学校へ行っていると言っ

ても過言ではありません(笑)。ですが私の友達の多くが cantine を好きではないみたいで、理由

を聞くと「美味しくない」だそうです。「えー厳しくない！？めちゃ美味しいじゃん」とよく必死



に抵抗しています。フランス人は味に厳しいのかな…？ 

cantine の隣にはカフェテリアがあり、サンドイッチを買う事が出来ます。フランスのサンドイ

ッチは本当に美味しいです！ フランスパン一本に色々な具が入っていて、今からもう日本に帰

ったら一番に恋しくなるだろうなと思っているほどです。 

ランチタイムは基本的に 12時～13時ですが、cantineは 11時～13時 45分まで開いているので

自分に都合のいい時間に食べに行く事が出来ます。もっとも、cantine は大きくないので、人が

集中する 12 時に行くと中に入るまで外で 30分待つこともあります。ランチに 2～3 時間ある時

は一度家へ帰ったり、街へ友達と食べに行ったりすることも可能です。私は大抵学校に残り、図

書室で課題を進めています。ランチタイム以外でも授業が無いときは自由に学校の外へ出る事が

出来ます。この学校に初めて来た時はあまりの自由さに戸惑いましたが、この自由さのおかげで

フランスに来てからは 1日として同じ日はありません。時間がある時は「何をして過ごすか」を

考え、自分で 1日 1日を作っている感覚です。 

 

私の高校にはいくつかのクラブがあり、私は「Club Nature et Culture」と「Club Culture 

Japonaise」に入っています。Club Nature et Cultureは土曜日の午前中に学校に木を植える・

花壇を作るなどの活動をしています。この前は学校で作ったハチミツをとりました。Club 

Culture Japonaiseでは日本の漫画・アニメ好きが集まって、火曜日の 13時から 1時間活動して

います。学校の図書室にも漫画が置いてあるほど、フランスでは日本の漫画はとても人気です。 

 

午後は人によって終わる時間が違います。私は、放課後は宿題をやったり、火曜日と木曜日は地

域のハンドボールクラブへ行って練習したりしています。フランスでは宿題がとても大事で、特

に PREMIER と TERMINAL は 1 年の終わりにある「バカロレア」（進級・卒業試験のようなも

の）に向けて宿題がたくさんあるので、PREMIER の私のホストシスターは毎日宿題に追われて

大変そうです。分からないことがあれば基本的に友達と協力して解決するようにしています。職

員室はありますが、森村のようにいつでも気軽に入り質問できる訳ではありません。メールを書

いて聞くことも出来ますが、フランス語がまだうまく喋れない私にとっては、メールを書くのも

大変、友達に説明してもらっても分からない…。森村のあの職員室がいかに貴重だったのか実感

しました。 



 

高校には色々な人がいます。これといったドレスコードがないので、みんな好きな格好をしてい

ます。髪の毛が真っ青な子、ブロンドヘアの子、化粧がめちゃ濃い子、「ロックバンドでもしてい

るの？」と聞きたくなるような格好の子、ピアスを耳だけでなく鼻にもしている子、同い年なの

にすごく大人っぽく見える子、アジア系・アフリカ系の子。まだ話したことはありませんがウク

ライナから来た人もいるみたいです。本当に多種多様で、最初はこの雰囲気に吞まれていました。

「この世界には誰一人として同じ人はいない。」分かっていたはずなのに、この高校へ来て改めて

実感しました。みんなありのままの自分でいられるのは本当に素敵な事だとも思いました。ちな

みに、友達に「日本って制服があるんでしょ？」「可愛いよね」と言われたので「制服は可愛いけ

ど、今みたいに寒くても女子はスカートを履かなければいけないし、女子はスカート・男子はズ

ボンと決まっているから自分の好きな格好が出来ないの」と言うとブーイングが凄かったです

（汗） 

 

先生が遅刻する・休むことなんて当たり前。学校のルールで、先生が 15分遅れたらその授業は無

くなったことになります。この前は 2週間英語の先生が休みで授業が無かったです。日本だとあ

り得ませんよね(笑) ですがフランスではこれがあり得るんです…！学校の色々な情報（各教科

で出されている宿題や授業内テストの点数、先生の出欠席等）がわかるアプリ「PRONOTE」で

事前に先生の出欠席は分かります。そう、grève（ストライキ）を除いては。時々学校に対するス

トライキが起きて、その時は当日になるまで先生が来るのかどうか分かりません。まあ、先生が

いないとみんな喜ぶのですが…。 

 

日本の学校は（学校によりますが）土曜日も授業が午前中まであり、平日は 8：50－15：10まで

で、その後は人によって部活があることを伝えると「えー、フランスよりマシじゃない？」「でも

土曜日も学校に行かなきゃダメなんでしょ」「しかも水曜日も午後まであるよ」（オプションクラ

スを選択していない限りフランスでは水曜日は午前中だけ）と色々議論していました。また、フ



ランスにはバカンスが多く、基本的に 5～7 週間の学校の後に 2 週間のバカンスがあります。10

月・12月（クリスマスバカンス）・2月・4月、そして夏休み。大体の友達はやはりバカンスの多

いフランスのほうがいいと言っていますが、ある友達は「その部活っていうのはマストじゃない

んでしょ？ それだったら部活をやらずに早めに帰れる日本の学校のほうが私はいいなー。フラ

ンスは学校が終わる時間が遅いから、やれることも限られているんだよね」と言っていました。

皆さんはどっちがいいと思いますか？ 

 

ついこの前までは最高気温が 10～13℃だったのに、最近は日が昇っても気温が 5℃以下しかない

日も多くなってきました。朝も日が昇るのが 8 時過ぎ、日の入りが 17 時前と日が出ている時間

も短くなり、この前は起きて外を見ると少し雪が積もっていたほどです。日本も寒くなってきた

のでしょうか？皆さんも体調にはお気をつけて過ごしてくださいね！ 

Au revoir ! 

 


